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三島小理科レポー ト 四国中央市立三島小学校

田中正史

1321 ５年 Aさん「ハモの骨の研究」一部抜粋

１ 研究の動機
けんきゆう どう き

夏といえばハモが旬の食材です。「骨切りをしないと食べることができない」とテレビ
なつ しゆん しよくざい ほね き た

で見て、同じ長い魚のウナギや穴子は骨切りしないのは骨に違いがあるのかと思いました。
み おな なが さかな あな ご ほね き ほね ちが おも

２ 実験の方法
じつけん ほうほう

ハモの身の中に入っている肉間
み にくかん

骨一つ一つ数えていきました。
ほね かぞ

とても疲れました。全部数える
つか ぜん ぶ かぞ

のは難しいので、一部を数えてハ
いち ぶ かぞ

モの長さをかけ算することにしま
なが ざん

した。生のままでは骨の数が調べ
ほね かず しら

られないので、ゆでて身をはなす
み

ことにしました。

歯の数を数えました。上の歯に
は かず かぞ は

は見るとすぐ分かる大きな歯。下
わ は

の歯は小さな歯が多く、虫メガネを使いました。細かい歯は内側と外側の二重になってい
は は おお つか こま は うちがわ そとがわ じゆう

ました。

３ 結果

私の実験結果 ２００６年７月２日の新聞記事

・エラ ７３本 ・右側小骨 ３１１本 新聞にはハモ１尾の骨の数

・中骨 ３６３本 ・左側小骨 ３１５本 は３５００本とありました。

・肉間骨 ７５０本 ・ひれの骨 ２１３３本 お父さんに聞くと、「ハモの大

・腹の方の骨 ６０８本 きさもあるから、良い結果が

・歯 ３４７本 ・歯 ３９１本 出たね。」と言われました。
い

合計 ２１４１本 合計 ３１５０本

４ 考察
こうさつ

ウナギ、穴子も肉間骨はありますが、蒲焼きや姿煮にす
あな ご にくかんぼね かば や すがた に

る大きさのものは肉間骨が強くないため、骨切りをしなく
にくかんぼね つよ ぼね き

てもよいようです。

ハモの骨切りをする包丁とさばき方を紹介します。骨切
ぼね き ほうちよう かた しようかい ぼね

りは専用の包丁を使って、細かくザクザク音をたてて身を
せんよう ほうちよう つか こま み

落とさないように切っていきます。お父さん、すごい！
お き とう

★ 細い骨を数えるのはご苦労様。お父さんは専用の包丁を持っているのですね。すごい。料理人？
ほそ ぼね かぞ く ろうさま とう せんよう ほうちよう も りよう り にん
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